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音を検出して「リレー」をＯＮ！

ＬＥＤ７点によるレベルメータ付き

Y34(09K)960928 CODE1726-350 第12版 121105 TYYY

［キット］

ＵＲ－Ｓ１

設定した を検出すると、リレーを「ＯＮ」

し接続した機器を制御できるキットです。

音の認識レベルは、７段階に設定できます。（アンプのゲ

イン調整ボリウムとの組み合わせで任意の音の大きさに設定

可能です。）

ＬＥＤ７点による が付いているので、ど

のくらいの音が検出されているかモニタする事もできます。

リレーは の、２種類の内１つを

選択できます。

電圧 標準５Ｖ（4.5～5.5V 可）

(MAX)９０mA

約 ８mA

コンデンサマイク

ＬＥＤ７点（レベルメータ）

７段階

【定格負荷 ＡＣ１００Ｖ ５Ａ】

【定格負荷 ＤＣ ３０Ｖ ５Ａ】

タイマー（リトリガ方式） １～１１秒

ホールド（ﾘｾｯﾄｽｲｯﾁを押すまで｢ON｣）

W(95)×D(68)× H(21)mm
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マイクゲイン調整

ﾚﾍﾞﾙﾒｰﾀＬＥＤ

ホールド時間調整

タイマー時間調整

リレー接点出力

リレー接点出力

ＪＰ２：リレー「オン」レベル設定

パイロット

ＬＥＤ

リセットスイッチ

ホ ー ル ド モ ー ド 時 の リ レ ー

「ＯＮ」を解除する

ＪＰ１：リレ動作モード設定

真 ん 中 と 「 Ｔ 」 ま た は
「Ｈ」側を接続する。
Ｔ＝タイマーモード
Ｈ＝ホールドモード

電源

4.5～5.5Ｖ

電源(4.5～5.5V)

ACｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 入力

ｾﾝﾀｰﾌﾟﾗｽ 2.1φ

レベルメータ

２～８のいずれかを接続

取り付けは P2 ① JP2項を参照
一瞬点灯しているように見えるレベルでは

リレーは動作しません。（目で見て完全に
点灯していると認識できるぐらいの点灯時

間が必要です。

！

G

ワンダーキット（共立電子産業㈱）、販売元、再販業者では、お客さまに対し、

本商品がお客さまの特定の目的にかなうこと、他の製品に対して侵害なき事を一

切保証する事はできません。また、いかなる状況下、法律上、契約上のもとにお

いて、間接的、付随的、あるいは結果的に生じた、いかなる種類の損害に対して

も一切の責任を負えません。あらかじめご了承の上、ご利用ください。

マイクの金属ケースとつながっている側を

「Ｇ」と接続する
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ＪＰ１を接続して「リレー動作モード」を設定して下さい。図の

ように抵抗のリード線の切り残りを使用するか、ハンダ面でハン
ダを盛って接続して下さい。

Ｔ Ｈ

タイマーモード ホールドモード

ＪＰ１

Ｔ Ｈ

ＪＰ１

音を検出後、タイマーで設定（ＶＲ３）している時間だ
けリレーを「ＯＮ」します。但しタイマー中に再度検出さ

れた場合は、タイマーは延長されます。（リトリガタイマ
ー機能）

音を検出後、リレーを「ＯＮ」します。リセットスイッ

チ（ＳＷ１）を押すまで、リレーを「ＯＮ」し続けます。

○

○

ＪＰ２ で、リ レーを 「ＯＮ 」させる レベ

ルを設定してください。
１～７ の内の いずれ か１ケ 所を接続 して

ください。

図の場 合は、 レベル ６（Ｌ ＥＤ６が 点灯

し た時に リレー が「Ｏ Ｎ」す る）にセ ット

した場合の例です。
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ＬＤ２

ＬＤ３

ＬＤ４

ＬＤ５

ＬＤ６

ＬＤ７

ＬＤ８ ＪＰ２

③ＩＣ

□□ＩＣ１ ３２４

□□ＩＣ２ ＨＣ０４

□□ＩＣ３ ＨＣ１４

④タクトスイッチ

□□ＳＷ１

⑤積層セラミックコンデンサ

□□Ｃ ２ 0.1μF(104)

□□Ｃ ５ 0.1μF(104)

□□Ｃ１１ 0.1μF(104)

⑥半固定抵抗

□□ＶＲ１ 100K(104)

□□ＶＲ２ 100K(104)

□□ＶＲ３ 1M (105)

⑦ＬＥＤ

□□ＬＤ１ 赤

□□ＬＤ２ 赤

□□ＬＤ３ 赤

□□ＬＤ４ 赤

□□ＬＤ５ 赤

□□ＬＤ６ 赤

□□ＬＤ７ 赤

□□ＬＤ８ 赤

□□ＬＤ９ 黄

⑧コンデンサーマイク

□□ＭＣ１

□□配線材 ２本

※マイクの金属ケースとつながっている

側を「Ｇ」に接続する

⑨抵抗（縦づけ）

□□Ｒ ７ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ ９ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ１０ １００Ω（茶黒茶金）

□□Ｒ１１ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ１２ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ１４ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ１５ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ１６ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ１７ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ１９ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ２１ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ２２ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ２３ １００ＫΩ（茶黒黄金）

□□Ｒ２４ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ２７ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ２８ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ２９ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ３０ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）
□□Ｒ３１ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ３２ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ３３ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

□□Ｒ３４ ４．７ＫΩ（黄紫赤金）

⑩電解コンデンサー

□□Ｃ１ １０μＦ

□□Ｃ３ ４７μＦ

□□Ｃ６ １０μＦ

□□Ｃ８ １μＦ

⑪トランジスタ

□□Ｑ１ Ｃ９４５

または Ｃ１８１５、Ｃ４５８

□□Ｑ２ Ｃ２００１

または Ｃ２１２０、Ｃ１２１３，Ｄ４６７

パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

ペーストは絶対に使わないでください。

パーツリストでパーツをチェックしてください。

パーツリストは、組立リストを兼ねています。

リスト中の□□にチェックを入れましょう。

左側はパーツチェック用、右側は組立チェック用です。

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

向きに注意！

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

①抵抗・ジャンパー線

□□Ｒ １ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ ２ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□□Ｒ ３ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ ４ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ ５ ２２ＫΩ（赤赤橙金）

□□Ｒ ６ １００Ω（茶黒茶金）

□□Ｒ ８ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ１３ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｒ１８ ４７ＫΩ（黄紫橙金）

□□Ｒ２０ １０ＫΩ（茶黒橙金）

□□Ｒ２５ ２．２ＫΩ（赤赤赤金）

□□Ｒ２６ １ＫΩ（茶黒赤金）

□□Ｊ１ 7.6mm

□□Ｊ２ 7.6mm

□□Ｊ３ 7.6mm

□□Ｊ４ 7.6mm

□□Ｊ５ 7.6mm

□□Ｊ６ 5.1mm

□□ＪＰ１

□□ＪＰ２

②ダイオード

□□Ｄ１

□□Ｄ２

□□Ｄ３

マークを

合わせる

取付方向注意

広い狭い

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

取付方向注意！

足の長い方側

Ｇ
極性注意！！

－の印

足の
長い方が＋

約3mm

取付方向注意！

まっすぐに

差し込む
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⑫三端子レギュレータ

□□ＲＥＧ１ ８００４

⑬電解コンデンサー

□□Ｃ４ １０μＦ

(B.P ﾊﾞｲﾎﾟｰﾗ)

□□Ｃ７ １００μＦ

□□Ｃ９ １００μＦ

□□Ｃ１０ １００μＦ

⑭ＤＣジャック

□□ＤＣＪ１

⑮ねじ止めターミナル

□□Ｔ１

□□Ｔ２

⑯リレー

□□ＲＹ１

ＣＮ１に電源(4.5～5．5V)を接続してください。

うまく行かない時は電源を取り外し、もう一度パーツの間違いや

ハンダ付け不良が無いかなどを、よく確かめてください。

ハ ン ダ付 けで 接 続す る場 合 や「 Ｎ Ｃ」接点 を利用 する場 合は
「ＣＮ２」端子に接続して下さい。

約３ｍｍ

取付方向注意！ 8004

－の印

足の

長い方が＋

Ｂ
．
Ｐ

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

まっすぐに

差し込む

取付方向有り

本品を大電力が供給可能な電源または電池に接続する場合

は必ず１Ａ程度のヒューズを電源ラインに挿入してくださ

い。万一ＩＣが破壊した場合電源の供給が停止しないと発

熱により発火に至るおそれがあります。

！

電源をいれると、ＬＤ１～８が全点灯し、ＬＤ９の点灯と同

時にリレーが動作します。しばらくしてＬＤ７から順にＬＥＤが

消灯していき、ＬＤ８のみが点灯していれば、ＯＫです。

すべてを にセットしてください。

ＭＩＣ
Ｓ Ｌ

図－ＶＲ１

小 大

ＶＲ１，２，３共、中央にセットして下さい。

ＭＩＣ１（コンデンサマイク）を指で 、たたいてください。

軽く、たたく

ＬＤ１～７の点灯状態が変
化 し 、 設 定 レ ベ ル に 到 達
後、ＬＤ９（黄ＬＥＤ）が
点 灯 し 、 リ レ ー が 「 カ チ
ッ」と音をたてて動作すれ
ばＯＫです。

－動作チェック Ａ：を参照

リレーは、スイッチと同じです。

下図を参考に制御したい機器を接続してください。

ＣＯＭ

ＮＯ

Ｃ ＯＭ

ＮＯ

ＮＣ
等価図

※リレーが動作すると

｢COM｣-｢NO｣がつながり

｢COM｣-｢NC｣が離れます。

基板耐圧は、ＡＣ１１０Ｖ程度です。これ以上の電圧

のかかる機器を接続しないで下さい。

！

安全上問題のある機器（暖房機器や電熱機器は取り付

けないで下さい。

！

電源電圧が「５．５Ｖ」を越えるとＬＤ１～８が入力に関わらず

点灯します。電源電圧は必ず「４．５～５．５Ｖ」の範囲で使用

してください。

・ＬＤ７は点灯レベルと消灯レベルが違う（ヒステリシス特

性）ため消灯時には順に消灯しません。ＬＤ７は低いレベル

で消灯しますが異常ではありません。

・ＪＰ１を「ホールド」モードにセットしている場合はリセ

ットスイッチ（ＳＷ１）を押すまで、リレーは「ＯＦＦ」に

なりません。

他社製ＡＣアダプターの場合は、電圧が安定化されていないの

で、表示電圧よりも出力電圧が高い場合などが有り、耐圧を越え

る電圧を投入する事により、ＩＣなどのパーツが破壊されたり、

負荷変動により電圧が不安定になり、誤動作させる場合がありま

すのでお勧めできません。なるべく安定化された当社ＡＣアダプ

ターを、ご使用ください。

おすすめ ワンダーキット製 － ＋

まっすぐに

差し込む

最後に基板全体を見て部品の取付が間違っていないかどうか、

あるいはハンダ付け不良やショートがないかどうかを良くチェッ

クしてください。

当キットに「ＡＣコード」「ＡＣアウトレット」等は付属していません

Ｇ

ＡＣアダプターは当社製

「かしこいACアダプター 5V」

を使用する事をお勧めします。
他社製アダプター使用による故障、誤動作等の保証は致

しかねます。
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ＶＲ１：マイクアンプの増幅率を調整します。

ＶＲ２：表示ＬＥＤ（ＬＤ１～７）のホールド時間を調整します。

ＶＲ３：タイマー時間を設定します。

リレーの「ＯＮレベル」の調整は、まずＪＰ２をおおよその位

置でジャンパーし、その後で、ＶＲ１にて微調整して下さい。

小 大 遅 早 短 長

ＶＲ１ ＶＲ２ ＶＲ３

マイク ＬＥＤ タイマー

①風や息など空気の流れを検知させたくない場合はコンデンサマ

イクの前面（マイクに接触しないように）に薄い紙を立ててくだ

さい。多少改善されます

１ｃｍ程

薄い紙

６ｃｍ程

６ｃｍ程

側面図 正面図

②コンデンサマイクを基板本体に取り付けている場合は、

します。

感度の上げ過ぎやジャンパー設定（ＪＰ２）の位置によって

は、リレーが、ＯＮ－ＯＦＦを繰り返し続ける事になります。

その場合は以下のいずれかの方法で対処してください。

Ａ：コンデンサマイクを延長（シールド線使用）して、リレーか

ら離す。

Ｂ：ジャンパー設定（ＪＰ２）を変える。

Ｃ：感度を下げる（ＶＲ１）。

「Ｇ」へ

Ｇ

シールド線

延長する場合はシールド線
を使用する事をお奨めします。

コンデンサ

マイク

マイクの金属ケー

スとつながってい

る側を網線と接続

する

当キットの規格以外の使い方や改造の仕方についての御質問はご遠慮下さい。
規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致

しかねます。また、ご質問は質問事項、明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」
でお願いします。お電話ではお答いたしかねます。（内容によっては回答に時間の
かかる場合があります。）［ＦＡＸ ０６ ６６４４ ４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西 ２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

通販専用ＴＥＬ（０６）６６４４－６１１６

(回路図は製品版に記載されています)


